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「歯車用鉄鋼材料品質の適正且つ効率的な評価手法の開発」
鋼材サンプルご提供に関するアンケート調査のお願い

一般社団法人　日本歯車工業会
会長　栄野　隆
JGMATEプロジェクト運営委員会
委員長　池滝重隆
拝啓　盛夏の候、皆様におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。
平素より当工業会に格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
さて現在、本事業は、平成30年度　JKA（自転車振興協会）補助事業として認可され、本補助事業による超高速多点自動硬度測定機のモニター機の製作をスタートしました（完成予定2019年1月）。また、本補助事業の将来の目標である、JIS/JGMA規格原案の作成にむけ、既に開発済のプロト機による、歯車・軸等の損傷部品の調査、実使用鋼材の測定評価を広範囲に行うと共に各種鋼材の測定・評価をフィールドデータとして収集しなければなりません。
そこで会員会社様で取り扱われている実使用鋼材のご提供ならびに歯車・軸等の損傷部品のご提供に関してのアンケート調査を実施いたしたく、ご協力の程よろしくお願い申し上げます。

ご提供の検討をしていただくにあたり、下記項目をご参照ください。

１．ご提供をお願いする対象鋼材
（１）実使用鋼材サンプル
大きさ：外径４０～６０㎜×L３００㎜程度の丸棒（熱処理を実施する鋼材）
材質名（できればミルシート添付）そして購入鋼材メーカー名

（２）歯車・軸等の損傷部品
損傷した歯車・軸等の製品と同一製品で損傷しなかったもの（当該製品に紐づけされた生材もあれば、合わせてご提供お願いします）。

（３）ご提供いただく日程
８月上旬を考えておりますが、アンケート調査完了後、改めてご連絡いたします。

ご理解、ご協力の程、よろしくお願いいたします。
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「歯車用鉄鋼材料品質の適正且つ効率的な評価手法の開発」
実使用鋼材、歯車・軸等の損傷部品の測定評価用サンプルご提供に関するアンケート調査


■平成30年7月20日（金）までにご回答願います■

    会社名　：　　

　  ご担当者：　　

　  ご連絡先電話番号：				E-mail：　　

（下記いずれかに○印をお願いいたします）

（１）実使用鋼材を 　　	【　提供できます　・　提供できません　】

（２）歯車・軸等の損傷部品を	【　提供できます　・　提供できません　】


「提供できます」にご回答いただいた場合、下記の項目をご記入ください。
・実使用鋼材
　　サイズ　　　　　　：
　　材質　　　　　　　：
　　購入鋼材会社名　　：

・歯車・軸等の損傷部品
　　サイズ　　　　　　；
　　材質（熱処理方法）：
　　購入鋼材会社名　　：
　　トラブル内容　　　：
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